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平成 21年度Q被保険者の状況

ゴ 醒 年金被保険者 の動庸

○ 第 1号被保険者数 (任意加入被保険者数を含む。)は、平成 21年度末現在で1,985万人

と、前年度末と比べ 16万人減少している。

○ そのうち法定免除者数及び申請全額免除者数は平成21年度末現在でそれぞれ120万人及

び215万人となつており、前年度末と比べそれぞれ6万人及び10万人増加している。

○ 平成 21年度末の納付対象者数は 1,450万 人となつており、前年度末と比べ 30万人減少

している。

○ なお、一部免除者数は平成 21年度末現在で 47万人となつており、前年度末と比べ4万

人減少している。

表 1 国民年金被保険者数の動向

注 1 被用者年金被保険者欄の ( )内の数字は、共済組合の人数を平成 20年度実績とした場合の暫定値である。

注 2 「被用者年金被保険者」は、国民年金第 2号被保険者のほか、65歳以上で老齢又は退職を支給事由とする年金給付

の受給権者を含む。

図 1 第 1号被保険者数の推移
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注 1 納付対象者は、第 1号被保険者 (任意加入含む)か ら法定免除者、申請全額免除者、

付猶予者を除いたものである。したがつて、一部免除者は納付対象者に含んでいる。

注 2 納付対象者の ( )内の数字は対前年度差である。
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(1)第 1号被保険者の資格取得者数の状況

○ 平成 21年度の資格取得者の第 1号被保険者に対する割合は 25.7%と なっている。

○ 第 1号被保険者の資格取得者においては、第 2号被保険者から第 1号被保険者 となる者

が引き続き多く、20歳到達による資格取得者は減少傾向にある。

表 2 第 1号被保険者の資格取得理由別被保険者数

注 資格取得者数には、上記の再掲に示した者以外に、任意加入被保険者の資格取得者や外国からの転入者等が含まれる
ため、その数ば再掲の合計とは一致しない。

第 司号

被保険者数
(年度末 )

資  格 |      (再 掲)   ~ ~
取得者数

(年 度累計 )

割  合

(%)

第 2号
からの

移行者

第 3号
か らの

移行者

20歳 到達者
手帳送付者 1箭

平成17年度 2,190 23 7 303

2.123 25.1

2,035 26 6

2,001 27 0 111

1,985 25 7
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(2)第 1号被保険者の年齢構成の変化

○ 第 1号被保険者の年齢構成をみると、20～24歳の全体に占める割合が 19.7%と 最も高

く、'次に 55～ 59歳が 16.4%と なつている。

図2 第 1号被保険者の年齢構成の推移 (年度末現在)
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表3 年齢階級別第 1号被保険者数の推移

(

年 .度 平成12年 度 平成13年1度 平成114年1度 平成15年 度 平成‐16年 1度 平1成17年 度 平成18年度 平成19年度 平‐成20年度 平成21年度

第■号被保険者
||(荏1意力d入含む)|‐

2,154 2.207 2.237 2,240 2,217 2,190 2,123 2,035 2,001 l,985

201■ 124歳 399

25■ 29歳 250 258 259 242 227

30～ 34歳| 235 237 222

3,■ 39歳 205 228

40～ 44歳

45～49歳 183

50～ 54歳 327 320 250 232

5‐5■19歳 375 352 327

60歳以上

平‐均1年 齢|(歳 ) 39 7 39 6 39.7 39 6 39.7 40 0 40 0 39 9 39 7 39 6

注 抽出統計調査 (抽 出率 1/100)に よる数値である。



Ⅱ 平成 21年度の保険料納付状況

表 4 納付対象月数及び納付月数の推移 (現年度分 )

注 納付対象月数及び納付月数の

図 3 納付率、

( )内 数値は、前年度比 (%)である。

納付対象月数及び納付月数の推移 (現年度分 )
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注 納付率 (%)= x100

納 付 対 象 月 数

納付対象月数とは、当該年度分の保険料として納付すべき月数 (全額免除月数・学生納付特例月数 。若年者納付猶予

数を含まない。)であり、納付月数はそのうち当該年度中 (翌年度 4月 末まで)に実際に納付された月数である。
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(1)納付率等の推移

○ 平成 21年度中に納付された現年度分保険料の納付状況は、納付対象月数が前年度に比

べ 215万月分 (1.2%)の減少となつたが、納付月数が前年度に比べ 492万月分 (4.5%)

の減少となつたため、納付率は 60.0%と 、前年度の 62.1%か ら2.1ポイン トの低下となつ

た。

○ 平成 21年度中に納付された過年度分の保険料の納付状況をみると、平成 20年度分保険

料の納付率は 65.0%と なり、前年度の 62.1%か ら 2.9ポイン ト伸びている。また、平成

19年度分保険料の納付率は 68.6%と なり、前年度の 66.7%か ら 1.9ポイン ト伸び、前々

年度の 63.9%か らは 4.7ポイン ト伸びている。

平成17年度 平成18年 度 平成 19年度 平成20年 度 平成 21年 度

納付対象月数
19,060

(△ 75)

18,701

(△ 19)

18,153

(△ 29)

17.522

(△ 35)

17,308

(△ 12)

納付月数
12,793

(△ 24)

12,396

(△ 3.1)

11,609

(△ 64)

10,873

(△ 63)

10,381

(△ 4.5)



表5 現年度分及び過年度分の納付率の推移

注 1 各年度末時点で把握した当該年度分保険料の納付率である。

注2 保険料は過去 2年分の納付が可能であるため、例えば平成 19年度分保険料の最終納付率は、

平成 21年度の欄の「68.6%」 となる。

注3 ( )内 は前年度からの伸びである。

表 6 納付月数の推移
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(単 位 :%)

平
‐
成‐17年度 平1成181年1度‐ 平成191年

1度
平成20年度 平成211年 度

平
‐
成17年1度1分1保険料

‘
υ 70.7

(3.6)

72.4

(1.8)

平1成18年度分保険1料

66.3 69.0

(2.8)

70.8

(1,7)

平成19年度分保険1料

63.9 66.7

(2.8)

68.6

(1.9)

干1嗜
IT午辱‐?F悴#

62.1 65.0

(2.9)

干121す IF‐↑,管#
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(2)納付月数の推移

○ 平成 21年度中に納付 された保険料 (現年度分及び過年度分 )

前年度比△4.2%)で あり、そのうち当年度分は 1億 381万月分

過年度分は934万月分 (対前年度比

^1.0%)と

なつている。

は 1億 1,315万 月分 (対

(対前年度比△4.5%)、

(単位 :万 月 )

平成17年
1度

平1成18‐年1度 平‐成19年 度 平成‐20年 度 平成21年 度 対前年1度比
|● (0/● >|■

総納付月数 13,987 13,540 12,648 11,817 11,315 △ 42

現年1度 分納付1月1数 12,793 12,396 11,609 10,873 10,381 △ 4.5

過年度分納付月1数 1.194 1,144 1,039
”

， 934 △ 1.0

前
1年

度分 699 584 528 △ 2.5

前|々 年度分 495 455



(3)年齢階級別の納付率

○ 平成 21年度の納付率を 5歳階級別にみると、おおむね年齢が若いほど低 くなっている。

また、前年度と比較すると、すべての年齢階級において納付率が低下 している。

○ コーホート別に納付率をみても、ほぼすべての年代で納付率が低下している。

(%) 図 4 年齢階級別納付率
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図 5 コーホー ト別納付率
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